
AI1-2 
AI ビジネス概論（AI のビジネス展開） 

− 講義内容 − 

・ 受講生・講師 自己紹介 

・ AI 概論 

・ AI の活用事例と日本の現状 

・ ワークショップ：皆さんの関わっている事業は誰のどんな 

困りごとを解決するものか？ 

 





































































AI1-3 
AI ビジネス概論（AI の最新動向） 

− 講義内容 − 

・ AI システムの企画・開発手法 

・ AI・機械学習が扱うべき課題 

・ グループワーク：新潟県の将来の観光シナリオ 

解決すべき課題は何か？（目的に関する情報の整理） 

・ AI ビジネス事例紹介 

・ グループワーク：AI を活用した観光モバイルアプリの 

サービス設計 

・ 宿題：ビジネスアイディアの構想書作成 

 











































































































AI1-4 
AI ビジネス概論（AI の法的リスク） 

− 講義内容 − 

・ ビジネスアイディアの構想書 発表 

・ ゲスト講演：scheme verge 株式会社 CEO 嶂南 達貴 

瀬⼾内海洋上都市ビジョン 

- 地域開拓アプローチ×データサイエンス 

・ AI の法的リスク 
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瀬戸内洋上都市ビジョン
嶂南 達貴 (CEO, scheme verge) 

scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料
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scheme vergeは、  
都市のイノベーションを進める会社です。
都市のアジャイル開発を通じ、  
より多様なライフスタイルの実現を目指します。

<会社概要> 

- 設立: 2018年7月 

- 本拠地: 東京都文京区本郷 

- 代表取締役: 嶂南達貴

(ソフトバンク子会社AI特化VC) （個人投資家・真鍋康正氏）

Associations Participated:

Members from:

We assembled at:

Founding Investors:

スマートモビリティチャレンジ協議会 

MONET コンソーシアム

SIP-adus(戦略的イノベーション創造プログラム) 

自動走行システム 市民ダイアログ　in 2016

©2019 scheme verge inc.
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scheme verge 株式会社
地域開拓アプローチxデータサイエンスによって、テクノロジーと現場を融合します。

最高戦略責任者
東京大学松尾研究室 

DEEPCORE ディレクター 

シティバンク出身

田中 和哉
最高経営責任者
東京大学都市工学科卒 

自動運転x都市計画を研究 

ITS世界会議2019

嶂南 達貴
アルゴリズム責任者
東京大学情報学科在籍 

計算論的神経科学を研究 

数学オリンピックファイナル 

青木 勇磨

東京大学文化人類学修了 

「自動運転の論点」編集長 

須田海上タクシー代表 

須田 英太郎
最高地域オペ責任者 

国土交通省 新モビリティサービス推進事業 先行モデル事業/ 内閣府SIP-adus社会受容性調査/ ３大学自動運転公道実験@小豆島/ INGSA登壇 
経済産業省 スマートモビリティチャレンジ協議会/ MONET コンソーシアム/ ITS世界会議シンガポール2019/ 国土交通省 海事観光推進協議会 
スマートシティ官民連携プラットフォーム/ 国土交通省 日ＡＳＥＡＮスマートシティ・ネットワーク官民協議会

連携先・加盟団体：



scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料

事業概要

1.Accessibility as a Service (Horai app) 
約200のアートサイトを結ぶ、瀬戸内の島々に特化した  
モビリティサービス開発・提供（2018～）  

2.Regional Operations Development 
アートなど主体性・主観性の高いコンテンツに適した  
観光体験サプライチェーンを構築（2019～）  

3.Agile Urban Development  
観光体験サプライチェーンを前提に進める  
コンテンツベースドのまちづくり（2020～）

©2019 scheme verge inc.
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提供可能・実証予定サービス一覧

1.ローカルモビリティのオンデマンド化 
自動運航船の普及を見据えた海上タクシーシステムなど構築・提供 

2.観光客の移動・滞在パターンに基づく需給最適化 
瀬戸内国際芸術祭エリアにおいて実証実験中 

3.分散型観光地のデータ駆動型開発プロデュース 
芸術祭を通じて形成されるアーティストとファンのコミュニティを活用 

4.自動走行・航行システムの社会受容性醸成手法の提供 
SIP-adus市民ダイアログや小豆島での自動運転公道実証実験を通じ構築

©2019 scheme verge inc.
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基本戦略：マルチステークホルダー戦略

AI・IoT

都市/建築/土木

デザイン/ 
文化人類学

教育・ 
人材育成

産業/ 
スタートアップ

官公庁

大学/ 
研究機関

地域有力者/  
自治体

=

レイヤー／ 
セクター

ドメイン別 
専門家 都市／地域

瀬戸内

対馬・五島

香港

大都市圏

©2019 scheme verge inc.
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先行モデル瀬戸内：瀬戸内が変わると日本が変わる

日本の2100年を先取りする人口半減の一方
• PPL in 1947: 62,000

• PPL in 2018: 28,000  

アートを中心に世界有数の国際観光地にア トを中心に世界

World #1 
“Cool Places in 2019”

Asia #1, World #7 
“52 Places to Go in 2019”

→交流人口・関係人口を捕まえた政策・戦略が重要に
©2019 scheme verge inc.
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過去調査：小豆島における自動運転市民ダイアログ
SIP-adus 市民ダイアログ (Dec 2018)では婦人会や生徒会を含む島民や地元事業者の視点から課題抽出

代表的な意見 

「新しい技術に対する恐怖より、 
島がなくなることの方が怖い」 

「島でモビリティの実験して、 
高校生や移住者に新たな機会を」 

Business Kagawa 

https://www.bk-web.jp/post.php?id=847&fbclid=IwAR2OdFLITgTfmYFxUp59xtyXPydbAzVwASX9wlCR9rmDWf9vwQ3MOG9ifF8
©2019 scheme verge inc.
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受容性検証：小豆島における自動運転公道実証実験
3大学（香川大学・群馬大学・明治大学）自動運転公道実験＠小豆島

→アンケート調査の結果、８０％以上の島民が自動運転の導入に積極的（乗車後）
→積極的な島民の多くが、Door-to-Doorおよび陸・海の接続、夜間運行が必要だと強調
→居酒屋等のナイトタイム活性化などと合わせたビジネスモデルの可能性を示唆

©2019 scheme verge inc.
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実証実験の課題：モビリティサービス企画・開発に至った背景

1. 短期的・台数が少ない  
自動運転導入による１次的効果は推測できるが、  
社会イノベーションやその副次的効果までは実証不可能 

2. 持続可能性  

既存交通事業者や非道路交通、さらには他の地域産業を包括した  
ビジネスモデルを描くのに必要なステークホルダーが揃いにくい

→既存の実証実験（FOT）ではデータを取ることが困難な、 
　顧客インパクトや社会的インパクト、そしてビジネスモデルの持続性を検討するため、 
　地元事業者や青年会議所と協議の上、モビリティサービスの開発を決めた（2018年夏頃）

©2019 scheme verge inc.
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© 2019 株式会社New Innovations

©2019 scheme verge inc.

基本目標: Urban-as-a-Service
「あらゆる場所をアーバンに変える」ことで、持続的な交通・地域経営を実現します。

© 2019 株式会社New Innovations

Future Transport Systems  

(Urban-as-a-Service)
Requirement

Intelligent Transport Systems  

 (or Today’s MaaS)

Land - Water - Air Multimodal Mode Mainly about transport on roads

Individuals including visitors 

(=Diverse and changing needs)
Target

Residential people  

(=Stable needs)

・ Algorithm-driven realtime feedback  

・ Individual demand is designable
Agility

・Based on questionnaire  

・Surveys take 5~10 years

Transportation as a Supply Chain  

(destinations platform)
Function Management of transportation itself

ITS世界会議2019 “Urban-as-a-Service”, Yamanami, T.より
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© 2019 株式会社New Innovations

基本戦略: Transportation as a Supply Chain
モビリティデータを使って場所に紐づく体験価値を高める「体験サプライチェーン」

EFFICIENT 

GROWTH 

ANYWHERE

BETTER PRICE  

STRUCTURE

MORE MODES  

TO GO

MORE DATA&  

TRAFFIC

MOBILITY

MORE DATA  

& FEEDBACK

BETTER CONTENT 

& OPERATIONS

MORE PLACES 

TO GO

DESTINATION

©2019 scheme verge inc.

瀬戸内洋上都市ビジョン  

海・陸・空のMaaSを用いた  

観光体験サプライチェーンの構築による 

国際観光先進都市の創造

©2019 scheme verge inc. scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料
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アートの聖地となる瀬戸内

世界に通用する地域ブランド

World #1 
“Cool Places in 2019”

Asia #1 / World #7 
“52 Places to Go in 2019”

確立されていない地域の交通・観光オペレーション豊かな観光資源を活かす潮時の到来
発生している問題 

観光体験・購買機会の損失に繋がるモビリティ不足 
・需給バランス崩壊による積み残しの発生 
・マルチモーダルな交通の連携 
　（フェリー＋バス）ができていない 

離島（過疎地域）の公共交通の前提 
地域住民の日常交通を前提とした既存公共交通は、 
・観光客の多様なニーズ（質） 
・変化しやすい需要（量） 
・急な予定変更（柔軟性）　に対応するのは困難 

　そもそも、地域の足としての事業性も難易度高く 
　収益性に課題があり投資を引き出しにくい場合も

データを用いて各地域のオペレーションを連携・改善し、 
観光客がより主体的に地域やアートを楽しめるようにする。

瀬戸内洋上都市ビジョン協議会の設立背景とその目標

国内外問わず、各地で数十万人の来訪

©2019 scheme verge inc.

オペレーションに欠陥があると、２度とは来ない観光客も、、、 
せっかく来ているのにインフラで評価を落とすのはもったいない、、、

観光の満足感を高めるには、
島全体でのホスピタリティが重要
→交通データ・場所データに基づく観光体験の

Supply Chain Managementが重要

Trip Advisorでの口コミ

15
©2019 scheme verge inc.
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観光市場の抱える課題

多様性, 短期間性, 変更可能性を特徴とする  
観光客の行動特性に基づく観光マネジメントができていない。

→オーバーツーリズムによる旅先顧客体験の悪化 

→観光客と地域の継続的リレーションの解消 
→地域における将来的な新規事業機会の損失

©2019 scheme verge inc. scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料

ターゲット市場：旅先観光サービスから観光都市開発へ
飛行機・ホテルに比べオンライン化されていない旅先市場に参入し、開発事業に転換する。

YEAR 1 MARKET

SERVICEABLE  MARKET

TOTAL MARKET
新規観光コンテンツ開発事業（アート旅を中心に着手） 

　　　　cf. 美術館の10000億市場（日本）を代替

ULTIMATE TARGET MARKET

観光地オペレーション最適化事業（アートフェス運営代行等） 

　　　　　30地域 x 300事業者 x 1億=9000億/年（日本） 

海上タクシーオペレーター（無料にてアートサイト推薦を提供） 
　　　２地域（広域瀬戸内・九州北西部）x15隻x500万円/年 

データ駆動型の都市開発プラットフォーム事業 

　　　cf. スマートシティ市場は200兆円
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事業コンセプトモデル
個々人の好みに合った観光を実現したいCと、個人旅行の増加に対応できていないBをつなぐ。

行き先情報等

パッケージ化

手数料・Ops情報等

一回2000-4000円の旅先サービスを依頼

交通・観光事業者個人観光客
オペレーション計画

集約したデータと顧客接点は将来的に観光開発に利用
©2019 scheme verge inc.
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Horaiアプリ
「旅程提案型UX」によりユーザー行動の調整を含めた地域サービスの需給バランス最適化を実現。

Unlimited Access to Your Favourite Arts

需給バランス最適化を実現。

◯パーソナライズドされた滞在先アートのレコメンド  
◯陸・海・空の交通オペレーションを連携・最適化 
◯海上タクシーなどローカルモビリティの予約・決済 
◯データを用いた需要調整を含めたランドオペレーション
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個人旅行者の気ままなニーズ

『パッケージ旅行は値段も高いし、興味ない所に
も連れて行かれる感じ。逆に、もっと居たい場所
は急かされる感じで自由な旅行がいいな』 

『せっかくの有給使っての旅行だから計画を立て
るのは楽しいけど、時刻表とか全部気にするのは
大変！でも、田舎だとちゃんと気にしないと船と
か本数少ないから、無駄にしたくはないし。』 

『てか、そもそも行きたいメインどころ以外は、
もっと行きたい場所があるかもだし、旅行ブログ
見すぎて疲れてきちゃった。。。』

©2019 scheme verge inc. scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料
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導入による顧客インパクト
海上タクシーを乗合制・個人予約可能にし、観光体験と観光オペレーションの双方を最適化。

→乗継ぎ・積残しの時間削減 
→アート鑑賞体験の時間創出
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scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料

新モビリティサービス推進事業を通じた連携
瀬戸内洋上都市ビジョン協議会として「旅先の顧客価値最大化」プラットフォームを研究開発/実証。

►︎現状：事業者間で分断されたデータ

アート高松空港 高松港 豊島・唐櫃港 島キッチン 小豆島・土庄港 直島・宮浦港

►︎目標：顧客の観光プロセス統合

API連携だけではなく、「オペレーション連携（Ops-Integration）」を目的とし、 
「体験サプライチェーンマネジメント」を構築する。 

福武財団 ソフトバンク 電通 土庄町 小豆島町
直島町 香川県庁 高松市 四国地方整備局 四国運輸局

©2019 scheme verge inc.

scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料

協議会における需給両サイドでの最適化に向けたデータ分析

需要サイド
観光客はどう動けば良いか

• 旅程の計画
• 実際の行き先
• 移動時間・滞在時間
• 移動手段
• 旅程の変更タイミング
• 何にどれくらい支出したか
• どんな観光コンテンツが好きか
etc...

供給サイド
事業者はどう動けば良いか

• どれくらいの観光客が来るか
• 何台のバス・車が必要になるのか
• どこにタクシーを配置すべきか
• 適切な価格設定はいくらか
• いつ来客しうるか
• 商品をどうプロデュースすべきか
• どこにPOIを設置すべきか
etc...
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海上交通事業者
海上タクシー

フェリー/高速艇

陸上交通事業者

観光事業者 住民

観光客

シェア/レンタルサイクル

レンタカー

タクシー

バス

飲食店

ホテル

PoI
自然/歴史文化芸術/体験

事業者

地場産業
農業・漁業・水産業

伝統産業

食品加工

地域の産業

商工観光課

建設課

企画課/企画財政課

自治体
担い手不足で苦戦
ライフスタイルの変化による売上減
外国人労働者を雇い始めるが、免許・
住居の問題がある
観光客にもっと消費して欲しい

客単価が下がり、送迎コストが増大

(瀬戸芸)積み残しが出てしまって困る
フェリーとシームレスに連携したいが、
運転手の高齢化・人手が足りない

決済用通信機器のコストが高い
人力で移動させるのが大変

乗り捨て車の迎車コストが高い
オン・オフシーズンの差が大きく、維
持コストを考えると増車できない

運転手の高齢化・人手が足りない
ハイシーズンには台数が足りなくなる
需要予測を立てるのが難しい

個人観光客への認知度が低い
初心者には障壁が高い
少人数の個人観光客には高額
桟橋利用など港関係の事務作業多い
漁協・フェリーとの関係性構築が手間
(瀬戸芸)積み残しが出てしまって困る
バスとシームレスに連携したい

バス・フェリーをシームレスに移動したい
開館情報はすぐ分かるようになっていて欲
しい
バスが遅れているのか先に行ってしまった
のか知りたい
船の最終便をいちいち気にしていたくない
リアルな滞在時間を知りたい
地元のいいものを食べたい
いろんな島を周遊したい
夜間に楽しみたい

教育・医療へのアクセスを改善してほしい
瀬戸芸期間の観光客で交通を圧迫されたくな
い
高齢で体が弱っても、足が全くなくなるから
免許返すのは厳しい
送迎に時間を取られて、子供か親かいずれか
の機会が失われている
島の魅力を島の外の人にもっと知ってもらっ
て盛り上がってほしい
夜間に楽しみたい

より地元の課題・ニーズ
との関係性を検討

地域課題解決との連携
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ニーズの分類

個
人
の
ニー

ズ

 

事
業
者
の
問
題

観光客との関連度：大

観光客との関連度：小

観光客
バス・フェリーをシームレスに移動したい
開館情報はすぐ分かるようになっていて欲しい
バスの運行状況を知りたい
船の最終便をいちいち気にしていたくない
リアルな滞在時間を知りたい
地元のいいものを食べたい
いろんな島を周遊したい
夜間に楽しみたい

住民
瀬戸芸期間の観光客で交通を圧迫されたくない
島の魅力を島の外の人にもっと知ってもらって盛り上
がってほしい
夜間に楽しみたい

住民
送迎に時間を取られて、子供か親かいずれかの機会が
失われている
教育・医療へのアクセスを改善してほしい
高齢で体が弱っても、足が全くなくなるから免許返す
のは厳しい

海上タクシー
初心者には障壁が高い
少人数の個人観光客には高額
個人観光客への認知度が低い

海上タクシー
桟橋利用など港関係の事務作業多い
漁協・フェリーとの関係性構築が手間

フェリー・高速艇
(瀬戸芸)積み残しが発生
バスとシームレスに連携できない

バス
(瀬戸芸)積み残しが発生
フェリーとシームレスに連携できない

バス
運転手の高齢化・人手不足

タクシー
ハイシーズンの台数不足
需要予測を立てるのが困難

タクシー
運転手の高齢化・人手不足

レンタカー
ハイシーズンの台数不足

ホテル
客単価が下がり送迎コスト増

レンタカー
乗り捨て車の迎車コストが高い

シェア/レンタルサイクル
決済用通信機器のコスト高い
人力で移動させるのが大変

地場産業
観光客とのタッチポイント不足

地場産業
ライフスタイルの変化による売上減
担い手不足
外国人労働者の免許・住居の問題
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ニーズの分類

個
人
の
ニー

ズ

 

事
業
者
の
問
題

観光客との関連度：大

観光客との関連度：小

観光客
バス・フェリーをシームレスに移動したい
開館情報はすぐ分かるようになっていて欲しい
バスの運行状況を知りたい
船の最終便をいちいち気にしていたくない
リアルな滞在時間を知りたい
地元のいいものを食べたい
いろんな島を周遊したい
夜間に楽しみたい

住民
瀬戸芸期間の観光客で交通を圧迫されたくない
夜間に楽しみたい！
島の魅力を島の外の人にもっと知ってもらって盛り上
がってほしい

住民
送迎に時間を取られて、子供か親かいずれかの機会が
失われている
教育・医療へのアクセスを改善してほしい
高齢で体が弱っても、足が全くなくなるから免許返す
のは厳しい

海上タクシー
初心者には障壁が高い
少人数の個人観光客には高額
個人観光客への認知度が低い

フェリー・高速艇
(瀬戸芸)積み残しが発生
バスとシームレスに連携できない

バス
(瀬戸芸)積み残しが発生
フェリーとシームレスに連携できない

海上タクシー
桟橋利用など港関係の事務作業多い
漁協・フェリーとの関係性構築が手間

バス
運転手の高齢化・人手不足

タクシー
ハイシーズンの台数不足
需要予測を立てるのが困難

タクシー
運転手の高齢化・人手不足

レンタカー
ハイシーズンの台数不足

ホテル
客単価が下がり送迎コスト増

レンタカー
乗り捨て車の迎車コストが高い

シェア/レンタルサイクル
決済用通信機器のコスト高い
人力で移動させるのが大変

地場産業
観光客とのタッチポイント不足

地場産業
ライフスタイルの変化による売上減
担い手不足
外国人労働者の免許・住居の問題

観光客観光客
バス・フェリーをシームレスに移動したい
開館情報はすぐ分かるようになっていて欲しい
バスの運行状況を知りたい
船の最終便をいちいち気にしていたくない
リアルな滞在時間を知りたい
地元のいいものを食べたい
いろんな島を周遊したい
夜間に楽しみたい夜間に楽しみたい

住民
瀬戸芸期間の観光客で交通を圧迫されたくない
夜間に楽しみたい！
島の魅力を島の外の人にもっと知ってもらって盛り上
がってほしい

海上タクシー
初心者には障壁が高い
少人数の個人観光客には高額
個人観光客への認知度が低い

フェリー・高速艇
(瀬戸芸)積み残しが発生
バスとシームレスに連携できない

バス
(瀬戸芸)積み残しが発生
フェリーとシームレスに連携できない

タクシー
ハイシーズンの台数不足
需要予測を立てるのが困難

レンタカー
ハイシーズンの台数不足

地場産業
観光客とのタッチポイント不足

海上タクシー
桟橋利用など港関係の事務作業多い
漁協・フェリーとの関係性構築が手間

バス
運転手の高齢化・人手不足

タクシー
運転手の高齢化・人手不足

ホテル
客単価が下がり送迎コスト増

レンタカー
乗り捨て車の迎車コストが高い

シェア/レンタルサイクル
決済用通信機器のコスト高い
人力で移動させるのが大変

地場産業
ライフスタイルの変化による売上減
担い手不足
外国人労働者の免許・住居の問題

住民
送迎に時間を取られて、子供か親かいずれかの機会が
失われている
教育・医療へのアクセスを改善してほしい
高齢で体が弱っても、足が全くなくなるから免許返す
のは厳しい

観光客 
満足感を高めるための 

移動・体験と情報に関する不満

地元事業者 
観光客の移動・体験ニーズを 

量的に解決できていないという問題

地元事業者 
事業拡大のボトルネック： 

人的資源の不足・高齢化と人件費不足

住民 
事業者・自治体に解決を 
期待せざるを得ない困りごと

©2019 scheme verge inc.

scheme verge株式会社 - 第２期事業テーマ概要資料

観光客
バス・フェリーをシームレスに移動したい
開館情報はすぐ分かるようになっていて欲しい
バスの運行状況を知りたい
船の最終便をいちいち気にしていたくない
リアルな滞在時間を知りたい
地元のいいものを食べたい
いろんな島を周遊したい
夜間に楽しみたい

住民
瀬戸芸期間の観光客で交通を圧迫されたくない
夜間に楽しみたい！
島の魅力を島の外の人にもっと知ってもらって盛り上
がってほしい

住民
送迎に時間を取られて、子供か親かいずれかの機会が
失われている
教育・医療へのアクセスを改善してほしい
高齢で体が弱っても、足が全くなくなるから免許返す
のは厳しい

海上タクシー
初心者には障壁が高い
少人数の個人観光客には高額
個人観光客への認知度が低い

海上タクシー
桟橋利用など港関係の事務作業多い
漁協・フェリーとの関係性構築が手間

バス
運転手の高齢化・人手不足

フェリー・高速艇
(瀬戸芸)積み残しが発生
バスとシームレスに連携できない

バス
(瀬戸芸)積み残しが発生
フェリーとシームレスに連携できない

タクシー
ハイシーズンの台数不足
需要予測を立てるのが困難

タクシー
運転手の高齢化・人手不足

レンタカー
ハイシーズンの台数不足

ホテル
客単価が下がり送迎コスト増

レンタカー
乗り捨て車の迎車コストが高い

シェア/レンタルサイクル
決済用通信機器のコスト高い
人力で移動させるのが大変

地場産業
観光客とのタッチポイント不足

地場産業
ライフスタイルの変化による売上減
担い手不足
外国人労働者の免許・住居の問題

観光客観光客
バス・フェリーをシームレスに移動したい
開館情報はすぐ分かるようになっていて欲しい
バスの運行状況を知りたい
船の最終便をいちいち気にしていたくない
リアルな滞在時間を知りたい
地元のいいものを食べたい
いろんな島を周遊したい
夜間に楽しみたい夜間に楽しみたい

住民
瀬戸芸期間の観光客で交通を圧迫されたくない
夜間に楽しみたい！
島の魅力を島の外の人にもっと知ってもらって盛り上
がってほしい

観光客 
リコメンダによる行き先を含む 

需要調整・誘導 

海上タクシー
初心者には障壁が高い
少人数の個人観光客には高額
個人観光客への認知度が低い

フェリー・高速艇
(瀬戸芸)積み残しが発生
バスとシームレスに連携できない

バス
(瀬戸芸)積み残しが発生
フェリーとシームレスに連携できない

タクシー
ハイシーズンの台数不足
需要予測を立てるのが困難

レンタカー
ハイシーズンの台数不足

地場産業
観光客とのタッチポイント不足

事業者 
観光客の移動・体験ニーズを 
量的に解決する仕組みの構築

海上タクシー
桟橋利用など港関係の事務作業多い
漁協・フェリーとの関係性構築が手間

バス
運転手の高齢化・人手不足

タクシー
運転手の高齢化・人手不足

ホテル
客単価が下がり送迎コスト増

レンタカー
乗り捨て車の迎車コストが高い

シェア/レンタルサイクル
決済用通信機器のコスト高い
人力で移動させるのが大変

地場産業
ライフスタイルの変化による売上減
担い手不足
外国人労働者の免許・住居の問題

事業者 
効率的に人繰りをマネージしながら 
観光ニーズで事業規模を維持・拡大

住民
送迎に時間を取られて、子供か親かいずれかの機会が
失われている
教育・医療へのアクセスを改善してほしい
高齢で体が弱っても、足が全くなくなるから免許返す
のは厳しい

住民 
縮退に起因する不安が減少  
定住継続・移住の障壁低下
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Supply Chain Management

観光客の要求やニーズに効率的に対応するためのオペレーション管理ツール

観光客ニーズ・行動データの取得・蓄積

データに基づく交通・観光オペレーション
ツーリズムと連携による産業の多角経営促進

事業維持・拡大による地域生活の質の持続化
地域文化や産業の魅力向上・認知による人材獲得

-地域の交通・産業を効率化する仕組み-
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今後の継続的なモビリティサービス提供にあたっての目標
人口減少時代 x 価値観多様化の世界的進展による「マスを狙えない時代」の課題を解決します。

個々の自治体の枠組みを超えたトラフィックを創出する 

ユーザー行動に連動した交通・観光インフラ経営

１

２

３

人口減少と価値観多様化の下でも持続可能な 

高付加価値を創出できる事業者オペレーションの構築

移動コストの低下により増加が見込まれる  

非定住人口に受益者負担を適応した都市・地域経営
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今後の展望 - 先行モデル瀬戸内の知見を広げる
瀬戸内万博（大阪万博）２０２５までの事業成長計画と直近マイルストーン
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7,000,000

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

Horai会員数 展開地域数

拡大に向けた 

サービス連携強化

•広域周遊創出モデルの展開  
- 西瀬戸内、九州北部、紀伊、タイ、新潟 

•マーケティング及びグロースハック  
- 交通広告等オフライン施策の強化  
- グロースしやすい価格設定モデルの検証 

•ビジネスモデルの拡大につながる技術の開発  
- データx空間開発のアプローチの検討  
- 汎用性の高いアルゴリズムの開発
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